
２.現地概要ならびに1月8日までの対応状況：位置■位置 ■経緯
被災箇所奥佐田山

令和5年12月23日夜、モルタル吹付により法面保護がされている斜面において崩壊が発生し、崩土が国道に堆積したことで全面通行止めとなった。
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池原貯水池 引用：地理院地図

国道169号
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２.現地概要ならびに1月8日までの対応状況：地形概要■地形概要
• 被災斜面は、池原貯水池右岸側の奥佐田山（標高847.8m）の標高330m付近の道路際の南東向き斜面である。
• 奥佐田山は、北西―南東方向に延びる。東西に侵食が発達しており、谷が深い渓流が複数延びている。谷の勾配は北向き斜面が緩く、南向き斜面が急な傾向にある。
• 国道169号線は、池原貯水池右岸側を南北に走り、池原ダムを迂回して下池原方面へ延びている。

上北⼭村→被災箇所 国道169号池原貯水池池原ダム下池原
北→←南

引用：地理院地図 4



２.現地概要ならびに1月8日までの対応状況：地質概要■地質概要
• 被災箇所の地質は、広域地質図幅によると四万十帯日高層群の砂岩頁岩互層である。
• 被災箇所の露出した崩壊面は非常に風化が進行し脆弱化している。
• 露頭では多方向に割れ目が発達し、不安定な浮石状となっている。

被災箇所被災箇所被災箇所被災箇所
砂岩頁岩互層（角礫化）引用：地質図Navi

被災地頭部地質状況 5



■気象状況〇雨量状況
• 12月の降水状況について、最大日降雨量は15mm(12/11)であり、被災前3日間は降雨は認められなかった。〇気温状況
• 12/16以降平均気温が急激に下がっており、12/21～23（被災日）までの気温は、最低気温が連日0℃以下まで下がっていることが確認できる。
• 発災当日は0℃から急激な気温上昇（14時頃に最高気温6℃）の後、急激な気温低下が認められる（発災時間(20時50分ごろ）にはマイナス1.2℃程度）。

6

２.現地概要ならびに1月8日までの対応状況：気象状況

降水量 気温
日時

上北山村観測所 (12/21～23)の気温時間変化グラフ
被災時間：20時50分ごろ

3km

発災現場上北山村観測所（気象庁） 約8.5km 引用：地理院地図
引用：気象庁（上北山村観測所）

気温
令和5年12月
上北山村観測所 12月雨量・平均気温のグラフ

被災時間：20時50分ごろ
急激な気温の低下被災前3日間（12/21～23）は降雨なし -1.2℃程度0℃以下


